
赤阪正純 (http://1nupri web.fc2 com)               3項 間の漸化式 (3)

Type ①   特性方程式 ′2+p′ +σ =oが 異なる 2つ の解 をもつタイプ

例 題 次の漸化式を解け  αl=0, α2=1, αη+2=5απ+1-6αη
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αη+1+4απ=(α2+4αl)121=6…・①
′

②より,数列{αη+1-lα2}は初項α2~lα l,

公比 -4の等比数列なので,
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″注 以上,全 く同じ方法で解 きましたが,こ の 例 題 のように,特性方程式の解にι=1が ある場合
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赤阪正純 (htt“グnupri.web fc2 com) 3項間の漸化式 (4)

特性方程式 ι2+p′ 十σ=0が 重解をもつタイプ

例 題 次の漸化式を解け αl=1, α2=4, αη.2~6απ+1+9%=0

考え方 特性方程式が重解をもつ場合は,た しかに式変形は 1つ しかできませんが,これまでに学習した

Typeの 漸化式に帰着されるので,特に問題なく解くことができます.  `う
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列なので ,
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απ+2~3απ.1=3(αη+1-3αη)

よって,数列 {α″+1-3%}は初項 α2~3α l,公比

3の等比数列なので
,

αη+1-3αη=(α2~3αl)yl=3η  l
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数列の規則性はなんとなく分かると思います 漸化式で表すと
,

αl=α2=1, αη+2=αη+1+%   (α l=0, α2=1と する場合もあります)

まさに 3項間IIl化 式です 一般項を求めてみると,   
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数列の各項は全て整数なのに一般項の式に V写 が混在するのは不思議な気がしますが,不思議なのはそれ

だけではありません フィボナッチ数列には我々の想像を超えた不思議な秘密がたくさん詰まっています

特に自然界との関わりという点で,身近な所にフイボナッチ数列に関する話題がたくさんあります

『自然にひそむ数学』(講談社ブルーバックス)と いう本に詳しく書かれていますので,興味を持った人は
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笏   『フィボナッチ数列』について

フィボナッチ数列とは,次のような数列のことです
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